
予算要求資料
平成３１年度当初予算　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調整費
	事業名　新 現代陶芸美術館アウトリーチ事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　岐阜県現代陶芸美術館　総務部　管理調整係　電話番号：0572-28-3100（内103）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c21802@pref.gifu.ig.jp 

１　事業費　　2,684千円（前年度予算額：0円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,684
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,684

	決定額
	1,300
	517
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	783


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
· 学校美術館

・学校の児童生徒が陶芸文化に親しめるようにするためには、来館を促すだけでは不十分である。また、鑑賞教育の充実が求められる昨今、収蔵作品を携えて学校に出向き、児童生徒に本物を鑑賞させる授業を実施する等、学校への積極的なアプローチが当館関係の識者からも求められている。
・特に、当館は陶芸の盛んな東濃に位置し、陶芸を専門とする美術館であるにも関わらず、近隣の学校との距離感があり、認知度も低い状態であり、学校と児童生徒、地域を通じて、この現状を改善する必要がある。
· 児童生徒用ワークシート等
　　　・学校の児童生徒のために、鑑賞を補助したり、学ぶ楽しみを深めたりす
ることを目的とした、ワークシートやガイドを作成することが求められている。
・そのような印刷物を学校の団体見学等で活用することにより、学校の児童生徒の陶芸への関心を高め、来館を促し、学校のリピーターを増やすことが望ましい。
（2） 事業内容
· 学校美術館の実施

・県内の学校から実施希望を募る（小学校・中学校・高等学校）。
応募のあった学校の中から、年間３校程度で、学校美術館を実施する。

学校職員と相談し、展示作品を数点選ぶ（１校５点程度）。

・学校の教室等に作品を展示し、図画工作や美術の授業など身近で鑑賞する機会を設けるとともに、関連印刷物等を活用して、当館職員が鑑賞ガイドを行う。
・全校の児童生徒やＰＴＡ等への展示開放も行う。
· 児童生徒用ワークシートの作成
・企画展もしくはコレクション展の内容に合わせて、学校の児童生徒用のワークシートや鑑賞ガイドを企画編集する。

・業者によりデザイン、印刷し（カラー印刷）、良質のものを作成する。

・学校の団体見学等で配付し、活用する。

（３）県負担・補助率の考え方

　　　　　県　10／10
（４）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	印刷製本費
	875
	学校美術館 鑑賞ガイド

児童生徒用ワークシート等

	委託料
	1,623
	学校美術館 輸送、造作物

	旅費
	6
	職員旅費

	消耗品費
	150
	事務用消耗品

	役務費
	30
	郵便代

	合計
	2,684
	


	　決定額の考え方　

学校美術館の実施については、岐阜県美術館の年間実施回数と同じ１回分を計上します。
　児童生徒用ワークシートの作成については、アウトリーチ活動ではないため、必要に応じて現代陶芸美術館展示費等で対応することし計上を見送ります。
　また、財源については、国庫支出金を活用することとします。



事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	○学校美術館

　来年度当初に、全県下の小・中・高等学校へ「学校美術館」実施についての広報を行い、実施希望校を募集する。実施希望校と相談の上、出品作品の選定など準備をする。

「学校美術館」を実施し、校内に作品を展示することで、児童生徒に鑑賞授業の場をもたらし、当館への関心を高める。
さらに地域にも「学校美術館」実施の広報をすることで、当館の取り組みを理解していただく。関心をもった子どもたちや地域の人々が、当館の企画展・コレクション展に興味をもって来館してもらえるようにする。

陶磁器の歴史や地元作家の優れた作品に触れる中で、地域や陶磁器産業への理解を深め、郷土愛をはぐくむ一助とする。

○児童生徒用ワークシート等
企画展もしくはコレクション展の内容に合わせて、学校の児童生徒を主な対象として、鑑賞を補助したり、楽しみを深めたりすることを目的とした、ワークシートや鑑賞ガイドを企画編集する。業者によりデザイン、印刷を行い（カラー印刷）、良質のものを制作し、学校の団体見学等で配付し、活用する。
きれいで児童生徒の関心を引く印刷物を、学校の団体見学等で活用することにより、学校と子どもたちの来館を促し、学校のリピーターを増やす。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前年度末時点)
	目　標
	達成率

	入場者数
	（H  ）
	34,502
（H27）
	30,113
（H28）
	33,645
（H29）
	35,327
（H31）
	95.2％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	○学校美術館

· 実績なし。

· 現代陶芸美術館協議会で学校連携を求める意見が出される。

○児童生徒用ワークシート等
· 実績なし。
· 良質なものが学校関係者からも求められている。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

○学校美術館
· 実績なし。
○児童生徒用ワークシート等
· 実績なし


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	○学校美術館

　学校へのアウトリーチを通じて、館での子供向けイベントよりも、より多くの児童生徒に、より有意義な美術館活動を展開する必要がある。
　さらに、当館職員が学校へ出向いて作品を取り扱い、鑑賞ガイドを実施することは、教職員に対する美術教育になるとともに、鑑賞教育の手法等を学ぶ機会として教育活動の支援につながる。
また、当館の地域への認知度を高める必要がある（地元の児童生徒にも当館を知らない子どもが多い）。学校美術館を通して、当館への関心を高めることができる。
○児童生徒用ワークシート等
　どのような内容の展覧会でも、子どもから大人までどんな世代の来館者にとっても楽しめる仕組みを整えていく必要がある。そのために鑑賞ワークシートは効果的なツールである。特に成長期の児童生徒用のものは重要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	○学校美術館

学校まで出向くことで、来館の機会が少ない多数の児童生徒に本物の鑑賞の機会をもたらすことができ、教職員に対しては鑑賞教育の手法等を学ぶ機会とすることができる。
また、当館を身近に感じてもらい、来館を促すことにつながる。
○児童生徒用ワークシート等
　ワークシートは、一般の来館者にとって、セルフガイドとして高い効果がある。ワークシートや鑑賞ガイドによって、児童生徒も展覧会鑑賞を一層楽しみ、より深めることができる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

△

	○学校美術館

　児童生徒の鑑賞授業に資すると共に、全校の児童生徒やＰＴＡ等への展示開放も行うことによって、より広く、当館への関心を高め、来館を促すことができる。
　収蔵品（本物）を展示して鑑賞することを通して、美術館の役割についての理解を深め、美術館への関心を高めると共に、鑑賞マナーの向上につなげる。
　また、地域文化や地域産業への関心を高め、地域を愛する心情を育む。
○児童生徒用ワークシート等
　内容を工夫することによって、これまでより一層、児童生徒の関心を引き、効果的なものを作る可能性がある。


（今後の課題）

	○学校美術館

　学校美術館の実施を継続的に行えるようにすることが課題である。

持ち出して展示をすることが可能な作品を検討し、希望校との打ち合わせに備え、学校美術館の内容を良いものしていく。

○児童生徒用ワークシート等
　使用者や関係者の意見をもとに、内容の改善を図る。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

○学校美術館
学校美術館の実施を継続的に行えるようにするために、周辺地域の学校から始め、広く、継続的に実施できるようにしていく。
○児童生徒用ワークシート等
子供から大人まで、どんな世代の来館者にも楽しめる美術館、展覧会にできるように、教育普及事業を展開する中で、ワークシート等は重要な手段であるので、継続的に取り組む。
その中で、児童生徒用のワークシート等に力を入れる。
児童生徒や学校関係者の意見を取り入れ、より良い内容のものを作成していく。



